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日向灘より得られたフサカサゴ科魚類2種
近年、lo'/j'らは、山崎mn向灘にお

けるフサカサゴ科、オニオコゼ科、ハ

オコゼ料、およびイポオコゼヰl!'(l矧羽1

の「陥的ぷ，11.:を行い、それぞれ12属21

符i. 3M5伸、 2 k.& 2級、および3属

3府fの 介 ，tI・20M31純を舷42:した

(Motomura & Iwatsuki， 1997)。その

後、 I，il.ttkよリ、新たにフサカサゴ科オ

ニカサゴMのセムシカサゴ SCOy.

t(l{'I1otsis d;(lbo/ltS (Cuvier， 1829)と

ウルマカサゴs.OX)ωphau宣 (Bleeker，

1849)の 2純を似たので、こ こに花戦、

f147;する。

，1十数， ，;1羽4M去は lIubbs& Lagler 

(1947)、政調lの般の名称は尼同(1984)

に1えった。本f総合lこfIJいた燃本は全て

山崎大";::，n..;::市I;)J物IJ':)!s学科 (MUFS;

Miyazaki University， Fisheries Sci. 

ence)に{米作されている。

{T:!を.illiめるにあたり、燃本の入手に

協)JI(iいたは崎!Ulti郷関fl何郷漁協の小

野筏秋~IL令及、目反先，.!I\のfrl己孝文氏、

およびl， iJ if.(1 協lifrMのf' I' :ì~人の門川安秀

氏に滞んで感謝のなをAーする。 また、

採集誠1iの際にお1ft訴になった白・崎大

学の及野1((樹氏、イクパル ・ブルハヌ

ディン氏、 ¥'f 羽!Hc火、および大量E

J長持!.caに深謝する.

材料

包ムシカサコ
Scoゆaenotsisdiabolus 

(Cuvier， 1829) 
(Figs. 1) 

4 倒体(~得体 J<170-190mm) : l¥1UFS 
14015. 1側f伝係得体此170mm(全lW9

mm)、1997年 9J11211:品IUFS14145、1f測体、
l!!l1'Il事長172mm (1:J<221 mm)、1997斗10JJ
30f1; i¥lUFS 14735. 16395. 2側体、繰継体

JH84-I90mm (全J<235-246mm). 1998年l
112211.全ての得本l;t山崎"川i郷町11Jt-i1!大
~jIIj郎、水深 11m 以i)l;において小柄定訳網{例

網}によリlU，された.

記敏

tT!書12鯨 9軟条、将餓3鯨 5軟条、

胸鰭餅条数18、nu餅 l鯨 5称;・糸、島皆、杷

歓13(切り徐状のものを合む)。

原代主体長 lこ対する f宇部{~のキ11M比を

本村治之・宕槻幸雄

以下にぷすo ̃ I i . I Æ 2 . 1 - 2 . 2 、 H > : . : ' : j 2 . 2

-2.5、胸時基調iの体制3.0-3.2、|出筏

1 3 . 6 - 1 4 . 7 、 . " ' î l ̃ . . 制 8 . 5 - 9 . 2 、 .

部限後lミ3.7-4.0、吻.lA5.8-7.1、 J:

顎長3.6-3.9、11.Hdr脱線.k(i，P 3・

4鯨)7.5-8.1、11i1<将餅線長(第 2

練)6.4-7.1、胸間1<3.1-3.9.版館

長3.1-4.0、足柄j毛5.6-6.1、足柄。:':j

7.7-7.80 

胸蛸の蝕辺に欠刻がないo tr蛸起苅i

ドの1本trflllは円:し〈険起する。 IU~隔域

はi菜〈作み、 1 )・Iの新鯨がある。l悦符

下結城は抗:し〈拘むo 1:鑑!!j監HUj械

の後織は 2-3尖鋭.側線イ[孔鱗lit花

弁をイIする.

生鮮時のf本色は Fig.lを参!!現。

10%ホルマリンli'il定後、 70%エチル

アルコール小に保存した様本 (MUFS

14015、14145、14735、および16395に

基づく)の体色は、体は全体的にJfみ

がかった!H色で、腹部は!米色がかった

h色。乍rt時、 I'ol定時 ともに、胸郎内

側上部11にl拠筏より大きい1IJ111貨な1!.I:¥斑

Fig.l.セムシカサゴ scω抑fllotsi.cdiobollls. l¥IUFS 16395.削)mm SL. ~Ieit制. Nango. i¥liyazaki. Japan. Photo by 11. l¥1otomura. 
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があり、胸鰭内側法制iには数個の小:H

斑がある。

分布

本種はインド・太・IZ洋峨に広〈分イli

し、その分布範|剖は本属魚類の中で由主

もjよい (Eschmeyer & Randall， 

1975). 11本では小笠版活向 (Randall

et al.， 1997)、琉旅タ11L!J(中幼， 1995;石

m，1997)、および広崎県(本報告)に分

lIiする。本報告は、原ノドに基づく本紐

の北限記録となる。

備考

本t栗本は、 Eschmeyer& Randall 
(1975)、'I'.I'}j(1995)、およびイilTl(1997) 

の Scolpaenots必 diabolusの記械や凶

によく 一致した。

本種はT~童書起問i ドの{本T~flflが者し〈

険起する特徴が、 liill111.の S.gibbosa 

(Bloch et Schneider， 1801)、S.macro. 

chir Ogilby， 1910、およびサツマカサ

ゴS.neglecla (Temmink et Schlegel， 

1844) に~ri似する (Eschmeyer& Ran. 
dall，1975)が、胸餓内側IJr.部には 1!I¥ 

斑があり、その縁辺には :J~色，ii?がない

こと (S.gibbosaでは 1!日斑 と ~H 色，ii?

の両方を持つ， S. macrochirとサツマ

カサゴでは:n色，ii?だけを持つ)、胸餓鰐

粂数が通常18であること (S.gibbosa 

では通常18;S. macroclzirとサツマカ

サゴでは通常17)などの特徴によって

容易に議>';11できる (Eschmeyer & 

Randall， 1975; 't' i}i， 1995; 石山，

1997)。

Eschmeyer & Randall (1975)や

Eschmeyer (1986)は、本磁の版記載

が CuvierU7 Cuvier & Valenciennes 

(November， 1829)が紀載した Scor.

taena diabolusであるとしているが、

Cuvier (March. 1829)のScoゆaeno

diabolusが先取機を持つ(Eschmeyer，

1998a)。なお、 Eschmeyer& Randall 
(1975)や Eschmeyer(1986)はCuvier

in Cuvier & Valenciennes (1829)が

記載した学名を Scoη>aerlotsisdiabolu.s 

としているが、 Scoゆaenadiabolllsが

JEしい。また、Eschmeyer0998b)に

掲載されている Cuvier(March. 1829) 

のページ構成は!日l，t?の初版のものであ

り、本総併のものが正しい。

Kuiter (l鈎6)は本経の極1!，を diabola

と訂正しているが、 diabolu.sはラテン

3??で恋腐を意味する主将?単数の%詞な

ので、この訂正は訣りである.

ヲルマカサヨ
Sεoゆ倒的告訴'soxycetJulla 

(Bl舵 ker，1849) 
(Figs.2) 

材料

9例体(，r，:!II'lf事長172-281mm): MUFS 
14065. 1 Mf字、原船体J主281mm (全長355
mm). 1997年9J1201l;MUFSI5026.11閥体、
際司'lI事長223mm(全長284mm)‘1998iH JI 
1311: MUFS 1.5496、If洲本、，r，:!II'1I事民218mm
(令 l~ 273 mm)、1998{F6 JI 1 11; MUFS 
16338、 11剛体、様&'11本氏203mm (全長258
mm)、1998!f.9Jl 2 11: MUFS 16392-16394. 
31肉体、，r，:!II'II.事長172-225mm(全長22'1-288
mm). 1998年9JI1411; MUFS 16416-16417. 
2例体、綴徽f事長185-201mm (令 J~237-258

mm)、1998年9J12611.全ての続本Ij.'，':';・崎l¥¥1t.i
郷町IIJt-i巨大向阿部、水深8m以i尭において

小型定置網(桝網}により採~された.

記載

T~鰭12線 9 軟条、将餅 3 線 5 軟条、

胸童書館粂数18-19、政餅 I鯨 5軟条、

鈍l杷数15-17(切り妹;jXのものを合

む)。

Fig.2.ウルマカサゴ ScOt抑制ots;soxycetllOla. MUFS 15026. 223mm SL. Meitsu. Nango. Miyazaki. Japan. Photo by H. Motomura. 
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際司1¥f+:1<:に対する符吊lf.'[の相対比を

以ドにぷす.lI!tJ<2. 3 -2 . 4、体，:':j2.8

-3.2、胸鮒).~郊の体制4 .0-4 .5、 脱経

13.4-15.1、1，I，jlUWIJ隔車両14.1-18.3、

lJ!ifillIU~後 1<4 .6-5.0、吻1~6.3-6.9、

1--すiJど4.2-4.4、 Jl:iJ~1'f鮒敏氏(第 3

純)5.3-5.9、 hiJ主将時縦長(~ 2鯨)

6.6-6.8、胸車需1H.0-4.2、版童書~4.3

-4.5、l己柄l七5.7-6.1、辺倒尚8.0-

8.7. 

胸餅の**辺に欠事11がない。l以隔主義{立

派 C'¥!む。|以;悦ド帥域は符し <rl1む。

i'U書提~ 3純j主は第Ll線長のがJ3情。

体色

'I:l下時の1本色は Fig.2を参照。

100。ホルマリ ン I~I 定後、 70%エチル

アルコール'1'に保μした標本 (MUFS

14065、15026、および15496に法づく)

の体色は、1本は全体的にぷ色みがかっ

た!日色で、版部は茶色がかった(1 色。

'1:鮮時、 1/，1定 11年ともに胸鮒IAJ{l!~上部に

ぬ色刷がある。また、胸蛸内側N!i部 1:

)jにIUi筏とほぼI，il大の 1!II，斑がある。

分布

本州はイ ンド ・ ム; ・I<~下岐に散化((.J に

分似する (Eschmeyer.1986). 11本で

は小笠ll;L:n f，~ (Randal/ et al.， 1997)、

JJ，[.sJ( ~IJ f，~ ('I'.t}j. 1995;石[1，1997)、

および山崎m(本幸総合)に分布する. 

...f>:fU ~'iは燃.本に基づく 本径の北限記録

となる.

備考

ノド燃本は Eschmeyer(1986)、中.t}j

(1995)、および石川 (1997)の Scor-

taen otsI.s o.勾lcetlzalaの記載や図によ

く一致した。

本位は l ，iJh~のオニカサゴ S. cirrhosa 

(Thunberg， L 793)やミミトゲオニカ

サゴS.sp.に矧似するが、胸時内側上

郁にのみ褐色~があること(オニカサ

ゴでは褐色斑が胸鰯災側上部と僅かに

下部におよぶ; ミミ トゲオニカサゴで

は褐色斑が胸館内側全体におよぶ)、1'f

館第 3鯨j是は策~ll線長の約 3僚である

こと(オニカサゴでは第3線長は第11

線長の約2伐以下; ミミ トゲオニカサ

ゴでは第 3線長は第11鰍1ミの約 3倍)

などの特徴によって~}JIJできる(中坊.
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1995;イilll.1997). 

Eschmcyer (1986) tj本析の刷鰭軟

条数を 19-20としており、 '1'l'}j(1995)

とイ日11 (1997) は18-20(j凪;y;19) と

しているが、 本制作で川いた 9似体の

。l'で、18紋粂を持つむのが8例体あっ

た.これらの相l述は地JIIl((.J変災ーである

と忠われる。

なお、Eschnleyer(1986)とKuiter

(1996)は、本.f']i'のJ，i人-全長を300mmと

し、 イiUI(1997)は250mmとしている

が、本総代にJIJいた』宗本の11~人-似体の

令長は355mmであり、本初{ま彼らの推

定flliよりら大きなサイズまで成長する

ことカ刊リiらかとなった.

比較標本

オニカサゴ MUFS 12412、際叩体J1:時6

mm. 19961ト8115 11: l¥IUFS 12811、際叩 f字

以193mm、1997fl.1112511: l¥IUFS 13467、

保F判事公231mlll.ゆ97fト611911.サツマカ

サゴ:MUFS 12874、t事<¥111本j主180mm、1997

4ト4JJ 7 11: MUFS 12892. ~曹司11事 J<l2 1 mlll. 

19971H 11 7 11: MUFS 12897. 1軍司111事n144

mm、1997fl・4J11211.ミミトゲオニカサゴ:

恥.IUFS12907. ~li'll字以 1 70mlll. 199711'-4 JI 

1411: MUFS 13470、撚刊M事長167mm‘1997

if. 611 9 11: MUFS 13507、保叩IWnl14mm.

1997年 61112 11 . 全ての綴4ド li ・j:-;~l\川I郷町

11 JI'iI\大 t~内問iにおいて小別注目2網{桝網}に

よリn:処された.
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Abstract 

Two records oC scorpaenid fishes Crom 

山eHyuga Nada. soulhern japan 

Hiroyuki Motomura & Yukio 1、lJatsuki

(HM: Miyazaki University. the Uniled 

Graduale School oC Agricultural Scienc田.

Kagoshima UniversilY. ト I Gakuen 

kibanadai-nishi. Miyazaki 889-2192. japan 

[E-mai1: aOclJ6u⑮cc.miyazaki -u.ac.jp]: 

YI: Department oC Animal Science， Faculty 

oC Agriculture. i¥liyazaki University. 1-1 

Gakuen-kibanadai-nishi. Miyazaki 889-

2192. )apan [E-mail: aOc102u@cc.miyazaki 

-u.ac.jp]) 

Scorpaenid rishcs. Scor抑制。阿sd;abolus 

(Cuvier. 1829) and S. 0.1)τethala (BI田 ker，

1849) were collected Crom the I-Iyuga Nada. 

southern japan and d笛 cribedon lhe basis 

oC Cour (170-ゆomm  SL) and nine sp;ョci.

mens 072-281 mm  SL). r邸側丈tive1y.Th飴 e

specimens represent the northernmosl 

record oC each species. 


